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1111月月1155日日 ((土土)) ・・1166日日 ((日日)) にに､､ 甲甲

田田町町のの唯唯称称庵庵跡跡ののかかええでで林林でで､､ 第第８８回回
かかええででままつつりりがが開開催催さされれままししたた｡｡赤赤やや
黄黄色色にに色色づづいいたたかかええででをを､､ 多多くくのの方方がが
写写真真をを撮撮っったたりり､､ 落落ちち葉葉をを拾拾っったたりりとと
楽楽ししままれれてていいままししたた｡｡ 地地域域のの方方にによよるる
炊炊きき込込みみごご飯飯ややととんん汁汁ななどどのの販販売売ももああ
りり､､ 訪訪れれたた方方たたちちはは秋秋晴晴れれのの11日日ををゆゆっっ
たたりりとと過過ごごさされれてていいままししたた｡｡

今今回回のの主主なな内内容容
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男 女 計 有権者数 投票者数 投票率

有権者数 12,851 14,309 27,160 吉 田 町 9,056 6,530 72.11％

投票者数 9,854 11,223 21,077 八千代町 3,325 2,446 73.56％

投 票 率 76.68％ 78.43％ 77.60％ 美土里町 2,789 2,387 85.59％

(内不在者投票) (99) (147) (246) 高 宮 町 3,527 2,850 80.81％

投票総数 21,077 甲 田 町 4,657 3,693 79.30％

有効投票数 20,918 向 原 町 3,806 3,171 83.32％

合計 27,160 21,077 77.60％

■投票の状況

■開票結果 ※小数点以下は按分票です｡

得票順 候補者名 得票数

1 前重 まさのり 1,428 当

2 ふじい まさゆき 1,286 当

3 つかもと 近 1,207 当

4 石飛 慶久 1,126 当

5 大下 正幸 1,087 当

6 水戸 眞悟 1,039 当

7 宍戸 邦夫 1,031 当

8 赤川 三郎 996 当

9 児玉 史則 970 当

10 青原 としはる 937 当

11 先川 和幸 918 当

12 前川 正昭 875 当

13 秋田 雅朝 816 当

14 入本 和男 775 当

15 金行 哲昭 723 当

16 やまね あつこ 716 当

17 山本 まさる 676.771 当

18 亀岡 等 628 当

19 和田 一雄 620 当

20 今村 よしてる 606 当

21 松浦 利貞 594

22 山本 三郎 579.228

23 岡田 正信 520

24 宮本 ふさひろ 430

25 井上 みきお 334

■各町の投票状況
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安安
芸芸
高高
田田
市市
をを
快快
適適
でで
住住

みみ
よよ
いい
とと
ここ
ろろ
にに
しし
てて
いい
くく

たた
めめ
にに
はは
どど
うう
すす
れれ
ばば
よよ
いい

かか
はは
、、
市市
民民
全全
体体
がが
自自
分分
たた

ちち
でで
考考
ええ
、、
話話
しし
合合
いい
、、
そそ

うう
しし
てて
決決
めめ
たた
ここ
とと
をを
自自
分分

たた
ちち
のの
手手
でで
実実
行行
しし
てて
いい
くく

ここ
とと
がが
大大
切切
でで
すす
。。

しし
かか
しし
、、
市市
民民
全全
体体
がが
集集

まま
るる
ここ
とと
はは
困困
難難
なな
のの
でで
、、

市市
民民
のの
代代
表表
者者
とと
しし
てて
市市
議議

会会
議議
員員
をを
選選
挙挙
にに
よよ
っっ
てて
選選

びび
まま
すす
。。

1111
月月
1166
日日
のの
安安
芸芸
高高
田田
市市

議議
会会
議議
員員
一一
般般
選選
挙挙
にに
よよ
っっ

てて
選選
ばば
れれ
たた
2200
人人
のの
議議
員員
のの

紹紹
介介
とと
ああ
わわ
せせ
てて
、、
わわ
たた
しし

たた
ちち
のの
生生
活活
にに
密密
接接
なな
かか
かか

わわ
りり
をを
もも
つつ
市市
議議
会会
をを
紹紹
介介

しし
まま
すす
。。 特特特特特特特特特特特

集集集集集集集集集集集

議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会

20名の議員の皆さんで､ 安芸高田市議会は新しいスタートをきります｡新新議議員員のの紹紹介介
※50音順で掲載しています｡



市市
議議
会会
のの
権権
限限

■
議
決
権

議
会
の
持
つ
権
限
の
中
で
、
最
も
本

質
的
、
基
本
的
な
も
の
で
、
議
会
の
存

在
目
的
か
ら
も
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
権

限
と
い
え
ま
す
。
市
長
が
提
案
し
た
案

件

(

条
例
の
制
定
・
改
廃
、
予
算
の
決

定
、
決
算
の
認
定
、
契
約
の
締
結
、
財

産
の
取
得
・
処
分
な
ど)

に
対
し
て
可

否
を
表
明
す
る
こ
と
が
、
議
会
の
最
も

重
要
な
役
目
と
言
え
ま
す
。

■
選
挙
権

議
会
が
特
定
の
地
位
に
就
く
べ
き
人

を
選
定
し
ま
す
。
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
、
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
の

選
挙
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
検
査
権
／
監
査
請
求
権
／
説
明
の
要

求
／
意
見
の
陳
述
権
／
調
査
権

議
会
の
決
定
に
沿
っ
て
市
の
仕
事
が

行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
、
検
閲
、
検
査
、

監
査
の
請
求
、
説
明
の
要
求
、
意
見
の

陳
述
、
調
査

(

出
頭
証
言)

、
記
録
の

提
出
請
求
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
意
見
書
提
出
権

市
民
生
活
に
係
わ
る
重
要
な
公
共
利

益
に
関
し
、
国
や
県
に
対
し
て
そ
の
利

益
増
進
の
た
め
に
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
決
議
と

い
う
方
法
で
議
会
の
意
見
を
表
明
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
同
意
権

市
長

(

執
行
機
関)

が
、
副
市
長
、

監
査
委
員
、
教
育
委
員
会
委
員
な
ど
を

選
任
ま
た
は
任
命
す
る
際
、
議
会
の
同

意
が
必
要
で
す
。

■
請
願
・
陳
情
の
受
理

議
会
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
広
く
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
市
の
仕
事
や

議
会
の
仕
事
に
関
し
て
、
市
民
か
ら
請

願
や
陳
情
を
受
け
て
処
理
し
ま
す
。
請

願
書
は
、
議
員
の
紹
介
に
よ
り
議
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
陳
情

書
は
、
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

■
報
告
、
書
類
の
受
理
権

議
会
は
、
市
長
や
そ
の
他
執
行
機
関

の
仕
事
を
、
住
民
代
表
と
し
て
監
視
す

る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
仕

事
の
内
容
の
一
定
の
報
告
や
、
書
類
の

提
出
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
自
立
権

会
議
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
会

議
条
例
や
会
議
規
則
を
制
定
す
る
な
ど
、

議
会
内
部
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
・
県

や
執
行
機
関
な
ど
か
ら
干
渉
を
受
け
ず

に
自
主
的
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
権

限
で
す
。
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○常任委員会
安芸高田市議会では､ 現在 ｢総務企画｣､ ｢文教
厚生｣､ ｢産業建設｣ の３つの ｢常任委員会｣ が設
置されています｡ 市の事業部門を３つに分けて担
当し､ 専門的に効率よく審査を行います｡ 議員は､
１つの常任委員会に所属します｡
【総務企画】総務企画部､ 会計課､ 議会事務局､ 選

挙管理委員会､ 監査委員・公平委員会､
固定資産評価審査委員会､ 消防本部

【文教厚生】市民生活部､ 福祉事務所､ 教育委員会
【産業建設】産業建設部､ 地域経済推進部､ 公営

企業部､ 農業委員会

○議会運営委員会
議会の運営を円滑に行なうために､ 日程の調整
や､ 議会の運営などについて協議するために設け
られた機関です｡

○特別委員会
特定の事項について詳しく審査する必要がある
ときは､ 議会の議決を経て ｢特別委員会｣ を設置
することができます｡

特特特特集集集集・・・・議議議議議会会会会会

様々な分野にわたる案件をより専門的に調査・
審査するために､ 議会の内部組織として委員会が
設けられています｡ 提出された議案などについて､
市当局などから説明を求め､ 詳しく審査されます｡
委員会には ｢常任委員会｣､ ｢議会運営委員会｣､
｢特別委員会｣ の３種類があります｡

委員会の構成

本会議

常任委員会

議会運営委員会

特別委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

総務企画常任委員会

議員バッジ

市市
議議
会会
のの
役役
割割

市
議
会
と
は
、
市
民
か
ら
選
ば
れ
た

議
員
で
構
成
さ
れ
、
市
民
の
意
思
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
長
の
提
案

す
る
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

決
定
す
る
機
関
で
す
。
こ
の
た
め
市
議

会
は

｢

議
決
機
関｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。一

方
、
市
議
会
の
決
定
に
基
づ
い
て

実
際
に
市
政
を
運
営
す
る
の
が
、
市
長

を
は
じ
め
と
す
る｢

執
行
機
関｣

で
す
。

市
議
会
と
行
政
は
、
お
互
い
に
独
立
し

た
立
場
か
ら
協
力
し
あ
っ
て
、
市
民
生

活
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

市市
議議
会会
のの
構構
成成

■
議
員

市
議
会
議
員
は
、
４
年
ご
と
の
選
挙

に
よ
っ
て
、
市
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま

す
。
市
内
在
住
の
満
25
歳
以
上
で
選
挙

権
の
あ
る
方
な
ら
だ
れ
で
も
立
候
補
で

き
ま
す
。
現
在
の
議
員
定
数
は
20
名
で

す
。

■
議
長
と
副
議
長

市
議
会
に
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
長
と
副
議
長
が

い
ま
す
。
議
長
は
、
市
議
会
の
代
表
者

で
あ
り
、
市
議
会
が
円
滑
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
努
め
、
議
場
の
秩
序
を
保
ち
ま

す
。
ま
た
、
議
会
に
関
す
る
事
務
処
理

を
行
う
の
も
議
長
の
仕
事
で
す
。
副
議

長
は
、
議
長
に
事
故
の
あ
る
時
や
欠
け

た
時
に
議
長
の
代
わ
り
を
務
め
ま
す
。

■
会
派

市
議
会
で
は
、
同
じ
主
義
・
主
張
を

持
っ
た
議
員
が
集
ま
っ
て｢

会
派｣

を

結
成
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■
議
会
事
務
局

市
議
会
に
は
事
務
局
が
置
か
れ
、
議

長
に
よ
っ
て
任
免
さ
れ
る
議
会
事
務
局

長
と
議
会
書
記
が
議
会
活
動
の
補
助
を

し
て
い
ま
す
。
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安芸高田
市議会

市民・議会・行政のつながり

市民

選挙
請願

陳情

市政の実施

選挙

議案

議決(意思決定)

議員

議決機関

市長

執行機関

※特別委員会は必要に応
じて設置されます｡

全

員

協

議

会

議

会
会
派
代
表
者
会
議

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議

会

事

務

局

議
会
広
報
特
別
委
員
会

○
○
○
○
特
別
委
員
会

(

特
別
委
員
会

)

(

常
任
委
員
会

)

〈議会構成〉



市市
民民
のの
義義
務務
とと
権権
利利

市
民
の
義
務
に
は
、
市
の
条
例
を
守

る
、
市
税
を
納
め
る
な
ど
が
あ
り
、
権

利
と
し
て
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
、
公
共
財
産
を
使
用
す
る
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

｢

市
政
に
参
加
す
る
権
利

(

参
政
権)｣

が
あ
り
ま
す
。
選
挙
に
参
加
す
る
ほ
か
、

直
接
参
政
権
と
し
て
、
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
、
市
の
条
例
制
定
・
改
定
な

ど
や
、
市
の
仕
事
の
監
査
を
請
求
す
る

権
利
も
あ
り
ま
す
。
市
長
・
市
議
会
議

員
な
ど
の
解
職
や
、
市
議
会
の
解
散
を

求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
政
へ
の
要
望
な
ど
を｢

請
願
・

陳
情｣
と
し
て
市
議
会
に
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

■
請
願
書

提
出
の
際
に
、
１
人
以
上
の
議
員
の

紹
介

(

自
書
署
名
か
記
名
押
印)

が
必

要
で
す
。
常
任
委
員
会
な
ど
で
審
査
を

行
い
、
そ
の
審
査
結
果
を
委
員
長
が
議

場
で
報
告
し
、
そ
れ
を
も
と
に
本
会
議

で

｢

採
択

(

趣
旨
に
賛
成)｣

か

｢
不

採
択

(

趣
旨
に
反
対)｣

か
を
決
め
ま

す
。

■
陳
情
書

議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

常
任
委
員
会
な
ど
で
審
査
を
行
な
い
ま

す
。
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■議会の流れ
招集………………市長が招集します｡
開会………………議員が集まり議長が開会します｡ 議

員定数の半数以上の出席が必要です｡
会期の決定………議会の期間を決めます｡
議案説明など……市長などにより議案の説明が行なわ

れます｡
議案質疑…………議員が市長などに対し質疑を行ない

ます｡
委員会付託………議案などの詳しい審査を所管する委

員会に送ります｡
一般質問…………議員が市長などに市政全般について

質問します｡
委員会審査………常任委員会では､ 議長から付託され

た議案などについて､ 所管の部局か
ら詳しい説明を受け､ 質疑をして専
門的に審査します｡

委員長報告………各委員長が､ 審査の経過や結果を本
会議で報告します｡

質疑………………委員長報告に対し､ 他の議員から質
疑を受けます｡

討論………………議員が議案について賛成または反対
の意見を述べます｡

採決………………議案の可決・否決などの意思決定を
行ないます｡

閉会………………議案の審査が終わると閉会します｡
その後､ 議決書を市長に送付します｡

会会議議のの傍傍聴聴
市議会には ｢議事公開の原則｣ があり､ 本会
議をはじめ各委員会はどなたでも傍聴すること
ができます｡ また､ 本会議や委員会の開催時に
は､ クリスタルアージョ１階 (まちづくり支援
センター) のテレビモニターで中継をご覧いた
だけます｡ 日程は､ 有線・防災無線で放送した
り､ ホームページに掲載したりしています｡
※音声が聞こえにくい方には､ イヤホンを貸し
出しています｡
■本会議の傍聴
本会議当日､ 30分前から､ 本庁３階の議会事
務局の窓口で先着順に受け付けます｡ 傍聴され
る方は､ ｢傍聴券｣ に住所・氏名をご記入くだ
さい｡
■委員会の傍聴
委員会当日､ 30分前から､ 本庁３階の議会事
務局の窓口で受け付けます｡
※窓口で受付をしていただきましたら､ 会議の
途中でも入退室ができます｡

■問い合わせ先
議会事務局 ℡４２－５６２１

③説明員席
市長と執行部の席｡

特特特特集集集集・・・・議議議議議会会会会会
④議員席
議員席には､ 自席でも

発言できるようマイクが
設置されています｡

市市
議議
会会
のの
運運
営営

■
本
会
議

本
会
議
は
、
議
員
全
員
が
集
ま
る
会

議
で
す
。
市
長
や
議
員
が
提
出
し
た
議

案
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
、
討
論
、
表

決
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
議
会
が
最
終
的

な
意
思
決
定
を
す
る
会
議
で
す
。
ま
た
、

市
政
全
般
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
さ
れ

ま
す
。

本
会
議
を
開
く
た
め
に
は
原
則
と
し

て
、
議
員
定
数
の
半
数
以
上
の
出
席
が

な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
議
会
の
議
事
は
、

出
席
議
員
の
過
半
数
で
決
定
し
ま
す
。

本
会
議
の
結
果
は
、
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
定
例
会
・
臨
時
会

本
会
議
に
は
、
定
期
的
に
開
か
れ
る

｢

定
例
会｣

と
、
必
要
に
応
じ
て
開
か

れ
る

｢

臨
時
会｣

と
が
あ
り
ま
す
。
市

議
会
の
招
集
は
、
定
例
会
も
臨
時
会
も

市
長
が
行
な
い
ま
す
。
招
集
の
告
示
は

原
則
と
し
て
、
本
会
議
の
初
日
の
７
日

前
ま
で
に
行
な
い
ま
す
。
臨
時
会
は
、

議
長
ま
た
は
４
分
の
１
以
上
の
議
員
か

ら
招
集
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
付
議
事
件

を
告
示
し
招
集
さ
れ
ま
す
。

■
定
例
会

定
例
会
は
、
毎
年
３
月
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
年
４
回
開
か
れ
ま
す
。

■
臨
時
会

市
議
会
の
議
決
が
必
要
な
事
柄
が
あ

り
、
定
例
会
で
は
間
に
合
わ
な
い
場
合
、

そ
れ
を
審
議
す
る
た
め
に
開
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
委
員
会

定
例
会
や
臨
時
会
の
会
期
中
に
は
、

委
員
会
が
開
か
れ
、
議
案
の
審
議
・
審

査
・
議
決
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

※
会
期
…
…
本
会
議
を
行
な
う
期
間
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議場の紹介
わたしたちの暮らしを豊かで潤いのあるもの

としていくために､ さまざまなことが本会議

で決定されます｡ その会場となるのが議場で

す｡ ここで行なわれる本会議の種類や流れ､

市民の皆さんの権利などを紹介します｡

■委員会室
本会議は議場で行なわれますが､
委員会は委員会室で行なわれます｡

■車椅子用傍聴席
車椅子の方も傍聴できる造りに
なっています｡ 入り口にはスロー
プも設けています｡

■防音傍聴席
小さなお子さんをお連れの方な
どが安心して傍聴できるように､
防音傍聴席があります｡

■傍聴用資料
議案書や日程表をつづっていま
す｡ 傍聴席のそばに置いてありま
す｡

①議長席
議長は議会の代表とし

て､ 議場の秩序を保ち､
会議の進行役を務めます｡

②演壇
市長などが､ 説明や答

弁を行ないます｡



本殿の完成を大勢の人で祝う
春日神社再建竣工記念 秋季大祭
２年前に火災のため消失した本殿がこのたび完成し､ 10月
19日に竣工奉告式が行われたばかりの甲田町の春日神社で､
11月３日 (月) 秋季大祭が開催されました｡ 地域で伝承され
ている子ども神儀の奉納をはじめ､ 神楽の奉納､ 再建記念と
して地域内の有志たちで結成されたバンド ｢春日の星｣ のコ
ンサート､ 深瀬ひょっとこ踊りなどが行われ､ 祭りを盛り上
げられました｡ お祭りに参加されていた方は ｢本殿再建のお
かげもあってか例年より人出は多い｡ 多くの人と完成を祝え
てうれしい｣ と地域のシンボルの完成を喜ばれていました｡

障害のある子どもたちが交流
安芸高田市交流キャンプ開催
10月25日 (土) ・26 (日) に安芸高田少年自然の家で､ 市
内の障害のある子どもたちとその保護者､ 一般市民のボラン
ティアの方との交流キャンプが開催されました｡ この交流会
は､ 障害のある子どもたちと市民との交流や､ 保護者間の情
報交換などを目的に開催されたものです｡ 子どもたちは､
｢お散歩ハイキング｣ や ｢夜のキャンドルサービス｣ など楽
しい時間を過ごしました｡ また､ 保護者を対象に､ 子育てに
ついての講演会も行われました｡ 子どもたちは､ この交流会
を通じて､ 新たな人とのつながりや集団生活などを体験しま
した｡
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子どもたちの標語にも注目して
吉田町地域安全推進員の皆さんがのぼり旗を設置
吉田町地域安全推進員の皆さんが､ 地域の安全を願い ｢のぼり旗｣

を作られました｡ この旗には標語が記載されています｡ 吉田町内の小

学校の児童たちに募集された標語の中から､ 吉田小学校の石原
いしはら

亜衣
あ い

さ

んの ｢つくろうよ ブザーの音が ない町を｣､ 可愛小学校の西岡
にしおか

敦滉
あつひろ

さんの ｢とうげこう イカのおすしを わすれずに｣､ 郷野小学

校の河島
かわしま

穂乃佳
ほ の か

さんの ｢あいさつは 笑顔を招き 人守る｣ が選ばれ

ました｡ できあがった旗は､ 各小学校周辺に立てられました｡ 10月28

日 (火) には､ 吉田小学校の周辺に推進員の有間
あり ま

恒夫
つね お

さんと朝胡
あさえびす

美彦
よしひこ

さんによって､ 多くの方の目に留まるように設置されました｡

神楽に登場する生き物を学ぶ
生き物文化誌学会の例会が開催
10月25日(土)クリスタルアージョで､ ｢神楽に登場する生

き物たち｣ をテーマにした生き物文化誌学会の例会が開催さ

れました｡ この例会には､ 常任理事の秋篠宮文仁さまも出席

されました｡ ２名の方の講演のほかに､ 郷土史研究家である

高宮町の築地
つき じ

昭二
しょうじ

さんも ｢芸北神楽の中の生き物たち｣ との

テーマで講演されました｡ 郡山こども神楽団と上河内神楽団

の実演や､ 神楽団の方を含めた全体討論が行なわれ､ 鬼や蛇

の種類や特徴など活発な議論がされました｡

きれいな花が咲きますように
可愛小学校児童と農事組合法人 ｢えーのー｣ が芝桜植え
10月17日 (金) 可愛小学校５・６年生と農事組合法人 ｢えーのー｣ の皆さんが芝桜の
植え付けを行なわれました｡ 植え付けは､ 吉田町内３地域に分かれて行なわれ､ 全部で
約１万本の苗が植えられました｡ 山手地区の川の土手約250メートルには､ マルチシー
トが張られ､ そこに空けられた穴に白・ピンク・赤の花の苗を3,500本植えました｡ 来
年の４月ごろに花が咲いて､ 道行く人を楽しませてくれそうです｡

8

昔の道具をつかってみよう！
美土里小学校児童とやろう会がもち米を脱穀
10月17日 (金) 美土里小学校下の田んぼで､ 美土里小３年
生の児童と美土里男性ボランティアグループやろう会の皆さ
んが､ みんなで育てたもち米の脱穀をされました｡ この農業
体験は､ ３年生が田植えから収穫まで体験するもので､ 今年
で５年目を迎えます｡ 脱穀には､ 地域の方が大事に保管され
ていた ｢足踏千歯｣ など明治時代の道具を使い､ 地域の方に
教わりながら脱穀していました｡ もち米は､ 美土里小学校で
行われる収穫祭でおいしくいただきます｡

山の中の馬路村は“ゆず”で有名な村に
まちづくり講演会
10月23日 (木) クリスタルアージョで､ まちづくり講演会が

開催されました｡ ゆずの特産品で有名な高知県馬路村から農協
代表理事組合長の東谷望史さんを講師に迎え､ ｢高知県馬路村
の“ゆず”による村おこし～小さな村に､ 大きなブランドが生
まれるまでの30年～｣ とのテーマで講演されました｡ 26歳のと
きから営農指導員としてゆずの加工品を売り込むことに力を注
がれてきた東谷さん｡ ｢百貨店の売り場では売れず､ 消費者に
直接商品を送ることをはじめました｡ 都会の人が求めているも
のが“田舎らしさ”ということがわかり､ 商品やパンフレット
のデザインを田舎らしいものにしました｡ どんどん売り上げが
伸びました｡ 何もない田舎だからこそ価値があるのです｣ と､
中山間地域は可能性を秘めていると話されました｡
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冬
期
の
火
災
予
防

寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器
具
を
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
最

近
は
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
電
気
暖
房
器
具

が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
石
油
暖
房
器
具
や
ガ
ス
暖
房
器
具

な
ど
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
暖
房
器
具
は
適
切
に
使
用

さ
れ
て
い
れ
ば
安
全
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
や
誤
っ
た
使
い
方
を
す

る
と
火
災
の
原
因
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

ご
家
庭
か
ら
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
や
近
い
場
所
で
洗

濯
物
な
ど
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②
給
油
の
際
に
は
燃
料
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ

プ
を
確
実
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

③
１
時
間
に
２
、
３
回
は
窓
な
ど
を
開

け
て
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

安
芸
高
田
消
防
本
部
で
は
、
12
月
を

年
末
特
別
警
戒
月
間
と
し
て
広
報
活
動

な
ど
を
通
じ
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

年
の
瀬
で
な
に
か
と
あ
わ
た
だ
し
く

な
り
、
火
の
取
り
扱
い
も
増
え
ま
す
の

で
、
火
災
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

鼓
笛
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま
し
た

財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
か
ら

｢

幼

年
消
防
活
動
資
器
材
助
成
事
業｣

と
し

て
、
幼
年
消
防
用
鼓
笛
セ
ッ
ト
を
宝
く

じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
幼
年
消
防
用
鼓
笛
セ
ッ
ト
は
、

安
芸
高
田
市
幼
少
年
女
性
防
火
委
員
会

の
総
会
で
、
吉
田
保
育
所
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
へ
の
寄
贈
が
決
定
し
、
10
月
27
日

に
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
鼓
笛
セ
ッ

ト
は
防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
使
用
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま

す
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施

向
原
こ
ば
と
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

ク
ラ
ブ
員
が
11
月
12
日
に
防
火
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。

向
原
支
所
で
出
発
式
を
行
い
、
73
人

の
ク
ラ
ブ
員
み
ん
な
で
元
気
よ
く

｢

火

の
用
心｣

な
ど
を
呼
び
か
け
て
Ｊ
Ｒ
向

原
駅
を
経
由
し
て
こ
ば
と
園
ま
で
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。

10月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件

131件

5件

4件

(25件)

(1102件)

(25件)

(27件)

��

鼓笛セット 贈呈式 ��
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

������
兒
こ

玉
だま

更太郎
こうたろう

さん (高宮町)
元 安芸高田市長

昭和39年に29歳で高田郡高宮町来原農業協同組合の専務理事に就任､ 昭和44年に高宮町議会議
員に当選され昭和55年までの３期11年の永きにわたり在職されました｡ 昭和52年から議長として
議会の円滑な運営に尽力されました｡ その後､ 昭和55年に高宮町長に当選され､ 合併にいたるま
での６期23年の永きにわたり在職｡ ｢対話の政治｣ に重点をおかれ､ 住民自治のまちづくりによ
り高宮町の発展に多大な貢献をされました｡ その間､ 平成11年には広島県町村会会長として在籍｡
平成14年から全国町村会副会長として在籍されました｡
平成16年４月に合併後の安芸高田市の初代市長に当選され､ 1期4年の在職中､ 合併協議の課題
を解決に導き､ ｢新生安芸高田市｣ の基礎作りに多大な功績と足跡を残されました｡
このたびの受章を､ ｢若い時から地域に尽くしたいとの思いを持ち､ 大学を出てから故郷に帰

り､ 28年の長い間､ 町長､ 市長として仕事をすることができて本望です｡ 今日の受章は､ 全て住
民の皆さんのご協力の賜であり､ 感謝しています｣ と話されました｡

����
���������

美土里剣道スポーツ少年団
11月２日 (日) に広島市で開催
された平成20年度青少年育成県民
運動推進大会の中で､ ｢美土里剣
道スポーツ少年団｣ が育成功労団
体として表彰されました｡

���������������������
代表

百々
ど ど

純一
じゅんいち

さん

������
富永
とみなが

主計
かず え

さん (甲田町)
元 公立中校長

昭和34年から
吉田小学校教諭､
昭和43年から可
愛小学校教諭､
昭和61年から吉
田小学校校長､
平成元年から甲

田中学校校長に就任｡ また､ 広島
県教育委員会事務局職員として10
年間､ 高田郡甲田町教育委員会教
育長として８年間､ 教育行政に携
わるなど､ 通算40年間にわたり学
校教育・社会教育両分野で教育振
興に貢献されました｡

������
田川
た がわ

孝治
こう じ

さん (向原町)
元 広島高検総務部検務第二課長

37年間､ 検察
庁に在職され､
山口地検検務第
二課長､ 広島地
検会計課長､ 広
島高検検務第二
課長を歴任され

ました｡ 山口地検在勤時､ 改元に
伴い､ 特別恩赦が実施され､ 恩赦
事務の研修・指導などで苦労され
たそうです｡

������
近永
ちかなが

勉
つとむ

さん (吉田町)
元 警視正

38年間の在職
中､ 吉田警察署､
警察本部､ 中国
管区警察局､ 科
学捜査研究所､
広島中央警察署
などで刑事や署

長などを歴任されました｡ 汚職事
件や窃盗犯､ 知能犯などを担当さ
れました｡ また､ 学生運動が激し
かったときの警備や､ 8月6日のデ
モの警備も多くされました｡
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
12月５日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成20年８
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成1８年
６月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

12月２日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

12月９日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

12月10日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

12月16日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

12月24日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

12月25日(木)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

12月19日(金)
10:00～11:30

生後５か
月児～

１歳６か
月児

(吉田)
中央保健
センター

12月12日～
12月18日

★お口の発達にあっ
た食事をしよう！
(デモストレーショ
ンと試食など)
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
12月15日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

12月17日(水)
10:00～15:00

(向原)
保健センター

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

【乳幼児健康教室】

※心の発達や言葉について相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課(℡42－5619)へお申込くださ
い｡

月日･受付時間 対 象 会 場

12月4日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H17年６月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

12月11日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H19年５月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

12月18日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H20年２月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

事故に気をつけましょう！

赤ちゃんや子どもの事故は､ 日常的にとても多いもの
です｡ 周りの大人が気をつけたり､ 子どもに安全のしつ
けを十分にしたりすることで防げるものです｡

こんな事故が起こりやすい
■ねんねのころ
・窒 息……紐やコード類､ ビニール袋などをそば

に置かないようにしましょう｡
・自動車事故……必ずチャイルドシートを使いましょう｡
・転 落……ソファーなどに寝かせないようにしま

しょう｡ ベビーベッドの柵はいつも上
げておきましょう｡

■はいはいが始まるころ
・誤 飲……タバコや化粧品は､ 赤ちゃんの手の届かな

いところへかたづけましょう｡
・窒 息……ペットボトルのふたやゴルフボールなども､

赤ちゃんの口に入ります｡ 直径3.9㎝以下
のものはすべて危険です｡

・やけど……ストーブやアイロンにさわったり､ テーブ
ルクロスごと引っ張って熱い料理を体にか
ぶることもよくあります｡

・転 落……はいはい～歩き始めの時期は､ 少しの段差
でも転げ落ちます｡ 階段・玄関などには柵
をしましょう｡

■伝い歩き～ひとり歩きのころ
・転 落……ベランダの柵を乗り越えての転落事故が

多くあります｡ 踏み台になるようなもの
は絶対置かないようにしてください｡

・おぼれる……10㎝の水でもおぼれることがあります｡
浴槽の残り湯や､ 家庭用プールでの死亡
事故もあります｡ 水遊びのときは絶対そ
ばを離れないようにしましょう｡

・交通事故……戸外での飛び出し事故に十分気をつけま
しょう｡

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡

12

図書館でのおはなし会

●八千代図書館 [おはなし会]
12月20日 (土) 11：15～
八千代人権福祉センター

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
12月13日 (土) 10：30～
田園パラッツォ

●安芸高田市立中央図書館 [おはなし会]
12月18日 (木) 10：30～
対象：０歳から３歳くらいまで
クリスタルアージョ２階 研修室203
12月20日 (土) 14：30～
対象：４歳から９歳くらいまで
中央図書館 和室

●甲田図書館 [かみしばい会]
12月20日 (土) 10：30～
ミューズ

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
12月２日 (火)
9:00～11:00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

12月３日 (水)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

12月３日 (水)
9:00～11:00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

12月4日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
育児相談､ エプロン
シアター､ 手遊び

12月5日 (金)
10:00～11:30

吉田幼稚園
℡42－2788 園 庭 開 放

12月5日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

12月９日 (火)
9:00～11:00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

12月10日 (水)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

12月11日 (木)
10:00～11:30

ひまわり保育所
℡55－0880 園 庭 開 放

12月12日 (金)
10:00～11:30

吉田幼稚園
℡42－2788

お た の し み 会
(クリスマスの制作)

12月12日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

12月18日 (木)
10:00～11:30

小原保育所
℡45－2653

園 庭 開 放
(クリスマス会)

12月18日 (木)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

12月18日 (木)
10:00～11:30

みどりの森保育所
℡54－0880 園 庭 開 放

12月18日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園庭開放育児相談
紙芝居､ 手遊び

12月19日 (金)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662

園 庭 開 放
(クリスマス会)
※参加希望の方は､
12月５日 (金)
までに園へ申し
込んで下さい｡

12月24日 (水)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

12月24日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43－1011 園 庭 開 放

12月25日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

※下記の保育園は､ 随時､ 園庭開放を行っていますが､ 行事
の都合などがありますので､ 各保育所 (園) にお問い合わ
せください｡
・刈田保育園(℡52－2099) ・八千代南保育園(℡52－3048)
・可愛保育園(℡43－1776)

子育て支援センター

クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽
にご利用下さい｡ 子どもたち

と遊びながら､ おしゃべりをして､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30
《第２・４木曜日には､ 交流会をします》

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
＜電話での相談も受け付けています｡＞
■受付時間 月曜～金曜日 8:30～17:30 ℡47-1283

小児救急医療電話相談
(こどもの救急電話相談)

小児救急医療電話相談は､ 夜間､ こどもの急な発熱や怪
我などで､ すぐに医療機関を受診させたほうがいいのか､
翌朝まで待ってもいいのかといった判断に迷う時に､ 小児
科医師や看護師が専門的に相談に応じるものです｡
■電話番号 局番なしの

♯８０００ (携帯からも利用可能)
IP電話(050)､ ひかり電話からは082-505-1399

■対応時間 19：00～22：00
■対応スタッフ (平日) 看護師 (休日) 小児科医師

｢こどもの救急ホームページ｣ ((社) 日本小児学会) で
も､ 夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するべきか
どうかの判断の目安が受けられます｡

【こどもの救急ホームページアドレス】
http://kodomo-qq.jp/

と き と こ ろ 内 容
12月11日 (木)
10：00～11：00

クリスタルアージョ
２階 研修室203

一緒に遊ぼう
※０～１歳児対象

12月25日 (木)
10：00～11：00

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう
※２～３歳児対象
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健康あれこれ 保健医療課 ℡４２－５６１９

吉田温水プール健康教室
メタボリックシンドローム予防教室 第４期
メタボリック症候群を解消して心も体もすっきり爽快！
【午前の部】
■と き １月９日～３月27日 金曜日
■と き １月12日～３月30日 月曜日
いずれも午前10時～午前11時 12回コース
【夜の部】
■と き １月９日～３月27日 金曜日

午後７時～午後８時 12回コース
■対 象 安芸高田市に住民票がある方で

・メタボリックシンドロームの予防､ 改善
をしたい方
・肥満予防､ 解消をしたい方

■定 員 各部40名
■参 加 費 3,600円 (施設使用料１回400円は別料金)
■送迎定員 20名 (午前の部のみ)

※送迎受付締切 12月15日 (月)

【障害者の部】
■と き １月12日～３月30日 月曜日

午後２時～午後３時 12回コース
■対 象 安芸高田市に住民票があり､ 障害者手帳を

お持ちの方で
・メタボリックシンドロームの予防､ 改善
をしたい方
・肥満予防､ 解消をしたい方

■定 員 10組
■参 加 費 1,800円 (施設使用料免除)
■送迎定員 14名 ※送迎受付締切 12月15日 (月)
■申込み・問い合わせ

吉田温水プール ℡47-1210 (水曜日休館)�������� 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課 栄養士

朝ごはんで､ 風邪に負けない体力づくり
寒くなると体力が低下して風邪などをひきやすくなり
ますが､ しっかり体の芯から温まる食事をとって体力を
つけることが大切です｡
特に朝は体温が上がりにくいため､ 朝ごはんに味噌汁・
スープなどを食べると体が温まり体温も上昇します｡ 大
根・カブなどの根菜類は､ からだを温めてくれる効果が
あります｡ 旬の野菜を食事の中に取り入れましょう｡ 栄
養をしっかり体に取り入れるために､ 生活リズムを正し､
3度の食事をきちんと取りましょう｡ また､ 睡眠をしっ
かりとって､ 疲れないようにすることも大切です｡
今回は､ 安芸高田市食生活改善推進協議会八千代支部
が手軽にできる朝食メニューを紹介します｡ ｢白菜と豚
肉のほっとけ煮｣ です｡ 名前のとおり材料を入れて煮る
だけです｡ 今が旬の白菜に､ 片栗粉でトロミをつけてしっ
かり体が温まるメニューです｡ ぜひ作ってみてください｡

｢保育園の食事だより｣ 参照

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医
療課栄養士にお問い合わせください｡
(℡ ４２－５６１９)

白菜と豚肉のほっとけ煮

[材料 (４人分)]
豚肉 (薄切り) 80ｇ 白菜 240ｇ
人参 40ｇ しょうゆ 小さじ４
みりん 小さじ２ 片栗粉 大さじ１強
水 40㏄

[作り方]
①白菜は茎と葉にわけ一口大に切る｡
豚肉も一口大に切る｡ 人参は薄い輪切りにする｡
②鍋に白菜､ その上に豚肉・人参､ 白菜の葉の部分
を順に重ね煮る｡
③途中でしょうゆ・みりんで調味する｡
④最後に水溶き片栗粉でトロミをつける｡

…… ………………
………………… ………
………… ………

……………………

献血

■とき・ところ

12月10日 (水)
クリスタルアージョ (安芸高田市文化センター)
10:00～11:00､ 12:00～15:30
■とき・ところ

12月26日 (金)
９:30～11:30
安芸高田市甲田支所

断酒会

広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
■と き 12月１日(月)・19日(金)

例会 19:00～21:00
■ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合わせください｡

HIV抗体検査

■とき 12月15日(月) ９:00～11:00
■問合せと申込先：

広島県芸北地域保健所� (082) 814-3181
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員
の
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集
！

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
協
議
会
は
、
安
芸
高
田
市
の
健
康
増
進
計
画

｢

健
康
あ
き
た
か
た
21｣

を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
活
動
し
て
い
る

会
で
す
。

活
動
は
、
次
の
４
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

７
つ
の
分
野
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
基
に
今
年
度
の
目
標
を
揚
げ
て
推
進
し
て
い

ま
す
。

①
食
生
活
・
歯
の
健
康
部
会

・
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う

・
歯
と
口
の
健
康
の
大
切
さ
を
知
り
、
実
践
し
よ
う

②
運
動
部
会

・
体
操
を
み
ん
な
で
広
め
よ
う

・
プ
ー
ル
な
ど
で
健
康
づ
く
り
を
し
よ
う

③
健
康
診
査
・
た
ば
こ
部
会

・
健
診
を
受
け
よ
う

・
禁
煙
・
分
煙
を
推
進
し
よ
う

・
禁
煙
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
ろ
う

④
こ
こ
ろ
の
健
康
・
ア
ル
コ
ー
ル
部
会

・
自
分
の
健
康
度
を
知
ろ
う

・
相
談
機
関
の
情
報
提
供
、
相
談
体
制
を
充
実
し
よ
う

・
適
正
飲
酒
を
推
進
し
よ
う

こ
れ
ら
の
活
動
を
、
地
域
や
健
康
福
祉
ま
つ
り
の
会
場
な
ど
で
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員
27
名
で
活
動
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
会
員
は
、

健
康
づ
く
り
活
動
に
関
心
が
あ
る
方
な
ら
、
大
歓
迎
で
す
。

健
康
生
活
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
い
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
医
療
課

℡
４
２－

５
６
１
９

�����������｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
で

は
、
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
で
診
察

を
受
け
ら
れ
た
と
き
、
２
か
月
に

一
度

｢

医
療
の
お
知
ら
せ

(

医
療

費
通
知)｣

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の｢

医
療
の
お
知
ら
せ｣

に
は
、

診
察
を
受
け
た
際
の
受
診
年
月
、

医
療
機
関
名
、
受
診
者
名
、
入
院
・

外
来
の
別
、
医
科
・
歯
科
な
ど
の

別
、
日
数
、
医
療
費
の
額

(

10
割

分)

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
日
頃
の
健
康
や
医
療
の
適

正
な
受
診
に
対
す
る
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
に
医
療
費

の
額

(

10
割)

の
通
知
を
す
る
も

の
で
す
。

｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

に
記

載
さ
れ
て
い
る
医
療
費
の
額

(

10

割)

に
自
己
負
担
割
合

(

３
割
な

ど)

を
乗
じ
た
金
額
が
、
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
っ
た
保
険

適
用
分
の
金
額
よ
り
も
少
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。(

１
円
単
位
を

10
円
単
位
へ
の
四
捨
五
入
し
て
い

る
場
合
は
除
く
。)

こ
れ
は
、
医
療
機
関
な
ど
が
保

険
者

(

安
芸
高
田
市)

へ
医
療
費

を
請
求
す
る
た
め
に
診
療
報
酬
明

細
書

(

レ
セ
プ
ト)

を
提
出
す
る

際
、
レ
セ
プ
ト
点
検
を
委
託
し
て

い
る
審
査
機
関

｢

広
島
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会｣

に
よ
っ
て
、

診
療
や
投
薬
が
過
剰
で
あ
る
と
査

定
さ
れ
、
請
求
で
き
る
医
療
費
が

減
額
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

医
療
費
の
額

(

10
割)

に
自
己
負

担
割
合

(
３
割
な
ど)

を
乗
じ
た

金
額
と
、
実
際
に
窓
口
で
支
払
っ

た
金
額
に
差
が
生
じ
て
い
る
場
合

は
、
医
療
費
が
減
額
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
該
当
す
る
医
療

機
関
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

｢

医
療
の
お
知
ら
せ｣

が
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
そ
の
記
載

内
容
を
実
際
の
受
診
状
況
と
領
収

書
な
ど
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
も
し
も
、
身
に
覚
え
の
な
い

病
院
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
り
、

｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

の
内
容

に
疑
問
が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、

安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険

(

保

健
医
療
課)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

病
院
へ
行
っ
た
ら

領
収
書
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
か
ら
の
診
療
報
酬
明

細
書

(

レ
セ
プ
ト)

は
、
２
か
月

な
い
し
３
か
月
後
に
安
芸
高
田
市

国
民
健
康
保
険
へ
届
け
ら
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、｢

医
療
費
の
お
知

ら
せ｣

が
お
手
元
に
届
く
の
は
、

３
か
月
以
上
経
過
し
た
後
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
時
は
、
必
ず
明
細
の
明
ら

か
な
領
収
書
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※

｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

は
、

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
際
に
正
式
な
証
明
書
類
と

し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
領
収
書
を
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
医
療
課

(

℡
４
２
―
５
６
１

９)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の

お
知
ら
せ

����
平成20年７月診療分
１人当たり費用額

安芸高田市 県平均

一 般 26,860 24,720

退職本人 27,391 39,386

退職扶養 16,651 27,921

全被保険者 28,291 26,396
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平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
で
、｢

減

価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る

省
令｣

が
改
正
さ
れ
、
機
械
お
よ
び
装

置
を
中
心
に
、
資
産
区
分
の
見
直
し
、

耐
用
年
数
の
変
更
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

資
産
区
分
は
、
従
前
の
３
９
０
区
分
か

ら
55
区
分
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
分
の
償
却
資
産

(

固
定

資
産
税)

の
申
告
か
ら
、
改
正
後
の
耐

用
年
数
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。
過
去
に

申
告
さ
れ
た
償
却
資
産
も
含
め
て
、
毎

年
１
月
１
日
に
お
い
て
所
有
す
る
す
べ

て
の
償
却
資
産
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

償
却
資
産
の
評
価
は
、
原
則
と
し
て
、

前
年
度
の
評
価
額
を
基
礎
に
、
耐
用
年

数
に
応
じ
た
減
価
を
考
慮
し
て
行
な
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
21

年
度
の
評
価
額
計
算
は
、
平
成
20
年
度

の
評
価
額
に
改
正
後
の
耐
用
年
数
に
応

じ
た
減
価
を
考
慮
し
て
計
算
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

機
械
や
装
置
が
改
正
後
の
ど
の
資
産

区
分
に
該
当
す
る
か
な
ど
、
耐
用
年
数

の
取
扱
い
で
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
12
月
中
旬
に
、
税
務
課
か
ら

平
成
21
年
度
償
却
資
産(

固
定
資
産
税)

の
申
告
の
お
願
い
を
送
付
す
る
際
に
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

※

(

財)

資
産
評
価
シ
ス
テ
ム
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
ご
覧
下

さ
い
。

【
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.recpas.or.jp/

※
平
成
21
年
２
月
末
ま
で
掲
載

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
２－

５
６
１
４

申
告

償
却
資
産

(

固
定
資
産
税)

の

耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
し
た

10
月
22
日

(

水)

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
で
、
安
芸
高
田
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
職
員
が
、
災
害
の
写
真
や
土

石
流
・
が
け
崩
れ
な
ど
の
映
像
を
交
え

て
、
地
域
防
災
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
に
、
災
害
時
に
は
障
害

者
の
方
や
高
齢
者
の
方
な
ど
の
援
護
に

い
ち
早
く
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

現
在
、
市
で
進
め
て
い
る

｢
安
芸
高
田

市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度｣

の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
地
域
の
方
を
中
心
に
自
主
防
災

組
織
、
警
察
、
消
防
本
部
、
消
防
団
や

民
生
委
員
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
、
災
害
時
の
要
援
護
者
の
避
難
支
援

を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

防
災

民
生
委
員
研
修
会
で

要
援
護
者
避
難
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
社
会

安
芸
高
田
市
の
活
性
化
に
女
性
の
パ
ワ
ー
を
！

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が
互
い
に

そ
の
権
利
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
対
等
に
分
か

ち
合
い
、
社
会
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ

る
社
会
で
あ
り
ま
す
。
私
も
吉
田
町
長
時
代
に

男
女
共
同
参
画
の
プ
ラ
ン
を
立
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
と
な
っ
て
か

ら
も
、
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後

の
社
会
的
状
況
は
、
随
分
、
変
革
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

私
は
、
も
っ
と
多
く
の
女
性
の
皆
さ
ん
に
社

会
進
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
少

子
化
し
て
い
く
現
代
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
今
ま
で
に
な
い
発
想
で
女
性
の
パ
ワ
ー

が
必
要
不
可
欠
の
状
況
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
パ
ワ
ー
を
充
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
行
政
が
お
手
伝
い
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
我
々
男
性
は
、
家
事
・
育

児･

介
護
な
ど
に
協
働
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。｢

男
女
共
同
参
画
社

会｣

の
条
例
化
を
他
市
町
に
先
駆
け
て
制
定
し

(

県
内
４
市
が
制
定)

、
安
芸
高
田
市
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

� �������■耐用年数が改正された資産 (例)

・自動車製造設備
10年→９年

・厨房設備
９年→８年

・デジタル印刷システム設備
10年→４年

・クリーニング設備
７年→13年

など

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………
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放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
国
が
推
進
す
る

｢

放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン｣

に
基
づ
き
小
学
校
児
童
を
対
象
に
実
施
す
る
文

部
科
学
省
所
管
の
放
課
後
対
策
事
業
で
す
。｢

放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン｣

は
、
文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
事
業
と
厚
生
労

働
省
が
実
施
す
る
事
業
の
連
携
を
い
い
ま
す
。

○
文
部
科
学
省
…
…
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

(

放
課

後
子
ど
も
教
室)

○
厚
生
労
働
省
…
…
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

(

放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ)

■
安
芸
高
田
市
放
課
後
子
ど
も
教
室

安
芸
高
田
市
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
平
成
20
年
度
よ
り

教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
小
学
校
区
の
う

ち
、
地
域
の
参
画
・
協
力
を
得
て
運
営
が
可
能
な
学
校
区
で

開
設
す
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
す
。(

厚
生
労
働
省

所
管
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
連
携
し
て
事
業
を
推

進
し
ま
す
が
、
事
業
の
目
的
や
活
動
の
内
容
は
異
な
り
ま
す
。)

■
事
業
内
容

放
課
後
や
週
末
な
ど
に
小
学
校
の
空
き
教
室
や
地
域
の
集

会
施
設
な
ど
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
を
設
け
、
地
域
の
方
の
参
画
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち

に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
、
地
域
住
民
と
の
交

流
活
動
な
ど
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
設
置
要
件
な
ど

・
地
域
参
画
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

・
通
常
の
参
加
児
童
数
が
10
人
未
満
の
小
学
校
区

・
参
加
負
担
金
は
原
則
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

℡
４
２－

０
０
５
４

子
ど
も

放
課
後
子
ど
も
教
室
は

教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
ま
す

滞
納
整
理
対
策
本
部
で
は
、
昨
年
度

と
同
様
に

｢

集
中
徴
収
強
化
月
間｣

を

年
４
回
設
け
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
し

た
。
関
係
部
署
で
法
的
措
置
の
強
化
を

図
り
、
税
の
徴
収
で
は
、
県
下
で
始
め

て

｢

軽
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク｣

に

よ
る
差
押
を
行
い
ま
し
た
。

総
額
で
の
収
納
率
は
現
年
度
分
で
98
・

３
％

(

前
年
度
比
０
・
６
％
増)

、
過

年
度
滞
納
分
は
11
・
２
％

(

前
年
度
比

０
・
８
％
減)

と
な
り
ま
し
た
。
現
年

度
分
の
収
納
率
は
年
々

上
昇
傾
向
に
あ
り
、

現
年
度
分
の
未
収
繰

越
額
は
、
前
年
度
に

比
べ
２
、
４
８
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
過
年

度
分
の
収
納
率
は
年
々

低
下
し
て
お
り
更
な

る
徴
収
強
化
に
努
め

ま
す
。

■
法
的
措
置
な
ど
の

結
果

【
税
】
差
押
予
告
１

６
０
件
、
差
押
１
２

５
件
、
交
付
要
求
25
件
、
国
保
被
保
険

者
証
発
給
停
止

(

資
格
者
証
発
給)

58

件
、
短
期
被
保
険
者
証
発
給
１
２
９
件

【
水
道
料
】
給
水
停
止
予
告
６
４
６
件
、

給
水
停
止
88
件
。
こ
の
他
、
入
札
参
加

資
格
の
認
定
、
市
営
住
宅
入
居
の
可
否
、

生
ご
み
処
理
機
補
助
金
交
付
の
可
否
に

つ
い
て
滞
納
を
審
査
の
対
象
に
し
て
い

ま
す
が
、
市
営
住
宅
入
居
の
審
査
で
１

件
不
可
と
し
ま
し
た
。

滞
納

平
成
19
年
度
の

滞
納
整
理
対
策
本
部
の
取
り
組
み

放課後子どもプラン
放課後児童健全育成事業
(放課後児童クラブ)

■所管 社会福祉課
■対象 小学１～３年生の留守家庭児童(原則)
■場所 学校施設・学童保育施設

放課後子ども教室推進事業
(放課後子ども教室)

■所管 生涯学習課
■対象 小学１～６年生の全児童
■場所 学校施設､ 地域施設

連携

区 分 17年度 18年度 19年度

現

年

度

分

税
収入予定額(千円) 3,937,828 3,965,758 4,393,843
収入額(千円) 3,844,131 3,870,495 4,318,526
収納率(％) 97.6 97.6 98.3

使用料
保育料
貸付金など

収入予定額(千円) 1,630,703 1,808,329 1,797,088
収入額(千円) 1,573,574 1,770,831 1,763,817
収納率(％) 96.5 97.9 98.2

計
収入予定額(千円) 5,568,531 5,774,087 6,190,931
収入額(千円) 5,417,705 5,641,326 6,082,343
収納率(％) 97.3 97.7 98.3

過
年
度
滞
納
分

税
収入予定額(千円) 289,168 294,951 307,702
収入額(千円) 56,603 52,763 54,295
収納率(％) 19.6 17.9 17.7

使用料
保育料
貸付金など

収入予定額(千円) 401,724 410,872 413,478
収入額(千円) 35,077 31,694 26,281
収納率(％) 8.7 7.7 6.4

計
収入予定額(千円) 690,892 705,823 721,180
収入額(千円) 91,680 84,457 80,576
収納率(％) 13.2 12 11.2

※税は､ 個人市民税､ 法人市民税､ 固定資産税､ 軽自動車税､ 国
民健康保険税です｡
※使用料保育料貸付金などは､ 水道使用料､ 下水道使用料､ 下水
加入分担金､ 汲取り手数料､ 住宅使用料､ 保育料､ 幼稚園費､
介護保険料､ 障害者保護措置費､ 老人保護措置費､ 障害者住宅
整備資金､ 高齢者住宅整備資金､ 住宅新築資金､ 結婚支度金､
世帯厚生資金､ 中小企業貸付金､ 土地改良特別賦課金です｡

文 部
科学省

厚 生
労働省
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